
のわだい
まち

　

森林散策を楽しむ参加者森林散策を楽しむ参加者清掃活動を実施したライオンズクラブのメンバー清掃活動を実施したライオンズクラブのメンバー

　
　
爺
湖
温
泉
小
学
校
（
柴
田
暦
章

　
　
校
長
）
が
ふ
る
さ
と
教
育
の
一

環
と
し
て
湖
畔
清
掃
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
自
分
た
ち
の
住
む
街
や
自
然
を
大

切
に
す
る
態
度
を
養
う
た
め
に
行
っ

て
い
る
行
事
で
、
当
日
は
児
童
30
人

が
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
と
う
や

湖
ぐ
る
っ
と
彫
刻
公
園
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
58
基
の
彫
刻
の
う
ち
、
12

基
を
雑
巾
や
モ
ッ
プ
を
使
っ
て
清

掃
。子
ど
も
た
ち
は「
き
れ
い
に
な
っ

て
良
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

洞

自分たちの住む街や自然を大切に
洞爺湖温泉小学校が湖畔清掃

５
18

　
　
爺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
目
良

　
　
浩
一
会
長
）
が
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国

際
協
会
3
3
1

－
C
地
区（
渡
島
、

桧
山
、
後
志
、
胆
振
、
日
高
）
の
地

区
内
一
斉
清
掃
事
業
の
一
環
で
、
同

ク
ラ
ブ
は
洞
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン
の
コ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
湖
畔
沿
い
の
ゴ
ミ

拾
い
を
実
施
、
当
日
は
会
員
17
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
目
良
会
長
は
「
大
勢
の
参
加
者
や

観
光
客
が
訪
れ
る
湖
畔
を
き
れ
い
に

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
、
約
１
時
間

ゴ
ミ
拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

洞

春の自然を満喫
いきいき教室　春を楽しむ会６

５

彫刻を一生懸命清掃する子どもたち彫刻を一生懸命清掃する子どもたち

環境に奉仕する
洞爺ライオンズクラブが清掃活動８

５

　
　
の
中
で
散
策
を
楽
し
む
「
い
き

　
　

い
き
教
室
春
を
楽
し
む
会
」

が
、
月
浦
自
然
森
林
公
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
集
ま
っ
た
約
25
人
は
、
散

策
路
を
覆
う
新
緑
を
眺
め
な
が
ら
森

の
奥
へ
と
進
み
、
道
端
に
春
の
野
花

を
見
つ
け
る
と
「
き
れ
い
だ
ね
」
と

楽
し
げ
な
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　
公
園
内
で
は
エ
ゾ
エ
ン
ゴ
サ
ク
や

カ
タ
ク
リ
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
な
ど
が

見
ご
ろ
を
迎
え
て
お
り
、
参
加
者
は

美
し
い
景
色
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。 森
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浦
獅
子
舞
保
存
会
（
青
山
晴
重

　
　

会
長
）
が
、（
公
財
）
明
治
安

田
ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化
財

団
が
行
っ
て
い
る
「
地
域
の
伝
統
文

化
保
存
維
持
費
用
助
成
」
の
対
象
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

月
浦
獅
子
舞
は
香
川
県
か
ら
の
開

拓
者
に
よ
っ
て
1
9
0
0
年
に
始
め

ら
れ
た
伝
統
行
事
で
、
町
の
無
形
文

化
財
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
目
録
を
受
け
取
っ
た
青
山
会
長
は

「
花
笠
や
衣
装
代
に
役
立
て
た
い
。

伝
統
を
守
る
た
め
に
今
年
も
獅
子
舞

を
や
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

助成金の目録を受け取った青山会長（左）助成金の目録を受け取った青山会長（左）

月浦獅子舞保存会
「地域の伝統文化保存維持費用助成」の対象に選定

５
20

月



町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
う
や
小
学
校（
山
下
文
人
校
長
）

　
　
の
５
年
生
９
人
が
財
田
地
区
に

あ
る
塩
田
満
さ
ん
の
水
田
で
田
植
え

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
に
地
場
農
産
物
に
興

味
・
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
、

総
合
学
習
と
し
て
毎
年
実
施
。

　
代
表
の
児
童
が
田
植
え
機
に
乗
っ

て
田
植
え
を
し
た
後
に
全
員
が
水
田

に
入
り
手
作
業
で
田
植
え
を
行
い
ま

し
た
。
ぬ
か
る
む
水
田
に
足
を
取
ら

れ
な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に
稲
を
植

え
、
秋
の
稲
刈
り
を
心
待
ち
に
し
て

い
ま
し
た
。

と

真剣に稲を植える子どもたち真剣に稲を植える子どもたち

地場農産物に興味・関心を
とうや小５年生田植え体験16・24

12
24

５
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域
住
民
の
外
出
や
移
動
を
支
え

　
　
る
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公

共
交
通
を
今
後
ど
の
よ
う
に
維
持
し

て
い
く
か
を
検
討
す
る
「
ま
ち
の
交

通
意
見
交
換
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
内
計
４
か
所
で
町
民
な
ど
26
人

が
参
加
。
昨
年
度
実
施
し
た
交
通
勉

強
会
な
ど
で
浮
か
ん
だ
課
題
を
踏
ま

え
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
意
見

集
約
を
行
い
ま
し
た
。
検
討
し
た
内

容
を
今
年
度
中
に
「
洞
爺
湖
町
地
域

公
共
交
通
計
画
」
と
し
て
定
め
、
こ

の
計
画
に
沿
っ
て
公
共
交
通
の
見
直

し
な
ど
を
順
次
進
め
る
予
定
で
す
。

公共交通の課題など踏まえ開催された意見交換会公共交通の課題など踏まえ開催された意見交換会

　
　
和
４
年
度
洞
爺
湖
町
少
年
の
主

　
　

張
大
会
（
洞
爺
湖
町
青
少
年
健

全
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
）
が
役
場

防
災
研
修
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
同
様
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
ビ
デ
オ
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
村
上
陽
菜
乃
さ
ん

（
洞
中
３
年
）
が
受
賞
。
そ
の
他
の

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
▽
優

秀
賞
國
清
千
桜
さ
ん
（
洞
中
２
年
）・

小
野
寺
陽
月
さ
ん
（
虻
中
３
年
）
▽

優
良
賞　
田
所
来
望
さ
ん
（
虻
中
２

年
）・
今
野
ゆ
う
ら
さ
ん
（
洞
中
２

年
）・
藤
野
百
花
さ
ん
（
虻
中
２
年
）

令

最優秀賞受賞した村上さん最優秀賞受賞した村上さん

洞爺湖町少年の主張大会
村上さん（洞中）が最優秀賞受賞

６
２

　
　
道
37
号
で
沿
線
住
民
や
地
元
企

　
　
業
、
北
海
道
開
発
局
、
国
道
維

持
業
務
を
請
け
負
っ
て
い
る
豊
浦
建

設
工
業
、
町
職
員
な
ど
に
よ
る
雑
草

除
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
度
も
マ
ス
ク
着
用
な
ど
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
を
徹

底
し
な
が
ら
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
２
日
間
と
も
午
前
７
時
か
ら
約

２
時
間
を
か
け
て
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
割
れ
目
や
街
路
樹
の
根
元
辺
り
か

ら
伸
び
た
雑
草
を
て
い
ね
い
に
取
り

除
き
ま
し
た
。

国道沿いの歩道で雑草を取る参加者国道沿いの歩道で雑草を取る参加者

まちの街路を美しく
国道で雑草除去ボランティア２・７

６

地

国

地域の公共交通を考える
「まちの交通意見交換会」開催

～24
５

26
５
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